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今
年
は
、
日
本
初
の
洋
式
灯
台
が
起

工
さ
れ
て
1
5
0
年
と
な
る
こ
と
を
記

念
し
て
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
日
和
山
灯
台
が
あ
る
高

島
岬
は
「
日
和
山
」
と
し
て
5
月
に
小

樽
市
の
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
の
構
成

文
化
財
の
一
つ
に
認
定
さ
れ
た
。
高
島

岬
は
小
樽
の
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
が
、
船
乗
り
た
ち
が
日
和

（
天
候
）
を
見
た
り
、
標
識
と
し
た
日
和

山
で
あ
っ
た
と
こ
と
は
近
年
で
は
あ
ま

り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。

　

日
和
山
は
17
世
紀
頃
、
江
戸
時
代
に

航
路
が
整
備
さ
れ
た
時
、
各
地
に
設
置

さ
れ
た
。
単
な
る
地
名
で
は
な
く
船
舶
の

寄
港
地
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
港
湾
施
設
の

一
種
で
あ
る
。
日
和
山
は
20
世
紀
前
半
ま

で
現
役
で
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後

は
開
発
で
な
く
な
っ
た
り
、
地
名
だ
け
が

の
こ
っ
た
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
の
日
和
山

灯
台
付
近
に
は
、
全
国
の
日
和
山
に
設
置

さ
れ
た
「
日
時
計
」
と
御
影
石
の
台
石
が
、

昭
和
28
（
1
9
5
3
）
年
の
改
築
前
ま
で

の
こ
っ
て
い
た
。

　

当
初
、
小
樽
で
は
明
治
4
（
1
8
7
1
）

年
、
海
関
所
が
あ
っ
た
信
香
町
に
常
灯

台
が
設
置
さ
れ
た
。
水
面
上
の
高
さ
2

丈
6
尺
（
約
7.
8
m
）の
ガ
ラ
ス
張
り
で
、

常
夜
灯
と
呼
ば
れ
て
小
樽
の
名
物
に

な
っ
た
が
、
同
7
年
5
月
に
火
事
で
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
何
度
か

再
建
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
10
年
近
く

灯
台
が
無
い
状
態
が
続
い
た
。

　

同
16
年
、
小
樽
港
に
出
入
す
る
船
舶

が
針
路
を
定
め
る
上
で
最
も
重
要
な
地

点
と
し
て
、
祝
津
の
高
島
岬
に
日
和
山

灯
台
が
建
造
さ
れ
、
10
月
15
日
に
初
点

灯
し
た
。
建
設
当
初
は
木
造
六
角
形
の

白
色
の
建
物
で
、
高
さ
は
約
7.
6
m
。

二
重
に
芯
を
使
っ
た
石
油
ラ
ン
プ
を
灯

し
、
そ
の
光
は
15
海
里
（
約
28
㎞
）
先

ま
で
届
い
た
と
い
う
。
以
後
、
日
和
山
灯

台
は
船
乗
り
た
ち
の
重
要
な
航
路
標
識
と

な
っ
た
。
近
代
的
な
灯
台
と
し
て
は
、
同

5
年
に
設
置
さ
れ
た
納
沙
布
岬
灯
台
に
次

い
で
北
海
道
で
2
番
目
で
あ
る
。

　

同
44
年
12
月
、
日
和
山
灯
台
に
霧
信

号
所
が
併
設
さ
れ
、
霧
や
吹
雪
な
ど
で
視

界
が
悪
く
な
る
と
霧
信
号
を
鳴
ら
し
、
光

の
他
に
音
で
も
灯
台
の
位
置
を
知
ら
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
7
（
1
9
3
2
）

年
2
月
に
は
灯
台
に
電
気
が
通
り
、
光

源
が
石
油
ラ
ン
プ
か
ら
電
灯
に
な
り
光

が
強
力
に
な
っ
た
。
同
28
年
に
は
現
在

の
塔
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
灯
台
に
改

築
。
同
32
年
に
は
映
画
『
喜
び
も
悲
し

み
も
幾
年
月
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
登

場
し
た
こ
と
で
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

　

か
つ
て
は
灯
台
職
員
の
生
活
施
設
も

あ
っ
た
が
、
同
60
年
4
月
、
小
樽
航
路

標
識
事
務
所
に
集
約
さ
れ
て
無
人
と

な
っ
た
。
平
成
15
（
2
0
0
3
）
年
か

ら
小
樽
海
上
保
安
部
の
管
轄
と
な
り
、

同
22
年
3
月
末
に
は
レ
ー
ダ
ー
や

G
P
S
の
普
及
に
伴
い
日
和
山
霧
信
号

所
は
廃
止
さ
れ
た
。
現
在
、
灯
台
記
念
日

な
ど
で
内
部
が
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
役
割
を
知
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財

と
な
っ
た
こ
と
で
、
日
和
山
以
来
の
こ
の

灯
台
の
歴
史
と
意
義
が
再
発
見
さ
れ
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学
日和山灯台
（小樽市祝津 3-240）
明治 16 年 10 月 15 日、初点灯。同 44 年、
霧信号所が併設。昭和 7 年、電灯明暗白光
灯に変更。昭和 28 年、現在の塔型のコンク
リート造に改築。同 43 年、灯台に赤白の横
帯線が塗装される。同 60 年、小樽航路標
識事務所に集約され無人となる。同 61 年、
改築。平成 22 年 3 月、霧信号所が閉鎖。
現在の光達距離は 19 海里（約 35km）。塔
高 10.2m、灯火標高 49.8m。
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日和山灯台
  ひ    よ り  や ま   と う  だ い

【
参
考
文
献
】『
小
樽
市
史 

第
一
巻
』

（
1
9
5
8
年
）、『
祝
津
町
史
』（
1
9
7
2

年
）、
渡
辺
悌
之
助
『
小
樽
文
化
史
』

（
1
9
7
4
年
）、
南
波
松
太
郎
『
日
和
山
』

（
1
9
8
8
年
）、「
高
島
岬
の
日
和
山
霧
信

号
所 

約
1
0
0
年
の
歴
史
に
幕
」（
小
樽

ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
2
0
1
0
年
3
月
25
日
付
）、

「
日
和
山
灯
台
の
あ
ら
ま
し
」（
日
和
山
灯
台

展
示
よ
り
）

小樽へやってきた船乗りたちのランドマーク

改築前の日和山灯台。信号旗は「何時の安全なる航海を祈る」を表す。

日和山灯台へと続く小道。

現在の日和山灯台。昭和61年に改築された。 日和山灯台付近にのこる石垣。灯台頂上部分。メタルハライド電球で 20 秒
毎に 2閃光する。

隣接する小樽市鰊御殿、高島漁港とまちな
み、小樽港が見渡せる。

建物壁面はタイル貼り。一般公開では内部を
見学できる。

高島岬の崖下。小道を通って降りられる。 日和山灯台の解説プレート。

小
樽
れ
っ
け
ん

7 6彎疇。国記M濶紐頑二言馴疇9嵐 亭疇⑤


